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論 文 内 容 要 旨 
【目的】視神経脊髄炎(Neuromyelitis Optica; NMO)と NMO スペクトラム病患者
（Neuromyelitis Optica Spectrum Disorders; NMOSD）は、視神経と 3 椎体以上に
およぶ脊髄炎を特徴とする炎症性中枢神経疾患である。Wingerchuk 2007の NMOSD診
断基準には、①視神経脊髄炎(definitive NMO)、②単相又は再発性の脊髄炎、③両
側又は再発性視神経炎が含まれている。臨床症状から NMOSD と診断される症例の抗
アクアポリン４（AQP4）自己抗体陽性頻度は測定法により大きく異なるが、概ね 60
～90％であり、抗 AQP4抗体陰性 NMOが存在することは良く知られている。 抗 AQP4
抗体陰性 NMOSDには、血清ミエリンオリゴデンドロサイト糖蛋白（MOG）抗体陽性の
少数例が最近報告されているが、陽性頻度と臨床特徴は明らかになっていなかった。
本研究では、NMOSDにおける、抗 MOG抗体の陽性頻度を検討し、陽性症例の臨床的特
徴を解析した。【方法】NMOSDと診断されたブラジルと日本人 215例の血清中の抗 MOG
抗体を、ヒト MOG全長を移入し膜上に MOGを強制発現させた HEK293細胞を用いて間
接蛍光抗体法で測定した。また、抗 AQP4 の M23 アイソフォームを強制発現させた
HEK293 細胞を用いて間接蛍光抗体法で同様な測定が行った。抗 MOG 抗体陽性の症例
の臨床的特徴をまとめ、抗 AQP4抗体陽性と抗体陰性の NMOSD との比較を行った。【成
績】NMOSD の 215 例中、16 例で抗 MOG 抗体が同定されて、139 例で抗 AQP4 抗体が陽
性であった。抗 MOG 抗体陽性の 16 例は全て抗 AQP4 抗体が陰性であったので、二重
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陽性の症例はなかった。215例中、抗 AQP4抗体は 139例で陽性であり、抗 AQP4抗体
陰性の NMOSD76例中の 21.1％が抗 MOG抗体陽性であった。抗 AQP4抗体陽性の症例と
比較し、抗 MOG 抗体陽性の NMOSD は、男性が比較的に多く、単相性の経過が多く、
制限された表現型が多く（脊髄炎より視神経炎で発症する頻度が高い）、両側性視神
経炎が多く、尾側脊髄炎が多かった。さらに、抗 MOG抗体陽性の NMOSDは抗 AQP4抗
体陽性と抗体陰性例より症状が改善する例が多かった。【結論】抗 MOG抗体は、抗 AQP4
抗体陰性の NMOSD のうち、約２割の症例が抗 MOG 抗体陽性で、病態との関わりが指
摘された。抗 MOG抗体陽性症例の臨床的特徴は抗 AQP4抗体陽性および両抗体陰性例
とは異なることが明らかになった。さらに、治療後の症状が抗 AQP4抗体陽性と両抗
体陰性例のいずれより改善する傾向が認められたので、関与している病因が異なる
可能性を示唆された。 
 
 

